
土
屋
将
夫
氏
取
締
役
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本
部
本
部
長

ゼ
ロ
か
ら
製
品
生
み
出
す
力
を

インタビュー
　
―
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本

部
の
内
容
は
。

　
「
加
速
器
関
連
機
器
や
、
核
融

合
炉
用
の
部
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る
案

件
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
学
者
が

こ
ん
な
も
の
が
欲
し
い

と
描

く
手
書
き
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
元

に
、
当
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
何
度

も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
具
体
的

な
形
に
し
て
い
き
ま
す
。
設
備
投

資
が
ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
、
メ
ン

バ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
能
力

だ
け
が
頼
り
。
提
案
力
が
問
わ
れ

る
世
界
で
す
」

　
―
加
速
器
事
業
へ
参
入
し
た
き

っ
か
け
は
。

　
「
私
は
以
前
、
大
手
重
工
業
メ

ー
カ
ー
で
加
速
器
用
機
器
の
開
発

や
設
計
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
企

業
で
は
、
実
際
に
モ
ノ
を
つ
く
る

の
は
外
注
先
の
中
小
企
業
。
大
手

メ
ー
カ
ー
の
設
計
者
は
や
ろ
う
と

思
え
ば
一
度
も
現
場
に
足
を
運
ば

ず
に
設
計
製
作
が
で
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
世
界
に
は
満
足
感
が
得

ら
れ
ず
、
少
し
で
も
モ
ノ
づ
く
り

の
現
場
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
転

職
を
決
め
ま
し
た
。
転
職
１
年
後

に
、
当
時
開
発
中
だ
っ
た
Ｊ
―
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
私

個
人
へ
依
頼
が
入
り
ま
し
た
。
仕

事
に
は

人

と
の
つ
な
が
り
が

大
事
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
」

　
―
そ
こ
で
会
社
に
、
加
速
器
事

業
へ
の
参
入
を
進
言
し
た
。
経
験

者
が
い
る
と
は
い
え
大
胆
な
決
断

で
す
ね
。

　
「
２
０
０
５
年
に
就
任
し
た
長

谷
川
数
彦
社
長
は
、
装
置
の
設

計
、
製
造
ま
で
可
能
な
技
術
力
を

磨
こ
う
と
し
て
お
り
、
加
速
器
事

業
は
こ
う
し
た
会
社
の
方
針
に
も

合
っ
て
い
ま
し
た
。
前
職
の
後
輩

が

モ
ノ
づ
く
り
が
し
た
い

と

当
社
に
転
職
し
て
お
り
、
設
計
、

解
析
、
溶
接
の
体
制
が
整
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ

り
、
若
手
社
員
に
ゼ
ロ
か
ら
製
品

を
生
み
出
す
経
験
を
積
ま
せ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
―
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注

を
重
ね
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

　
「
最
初
は

金
属
技
研
で
大
丈

夫
か

と
さ
さ
や
か
れ
ま
し
た
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
機
器

は
大
企
業
の
受
注
が
普
通
で
し
た

か
ら
。
大
企
業
は
製
作
の
み
な
ら

ず
、
組
み
立
て
や
現
地
据
え
付
け

ま
で
外
注
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
方
当
社
は
、
機
械
加
工

や
、
接
合
な
ど
製
造
の
大
部
分
を

自
前
で
行
う
一
方
、
試
作
開
発
か

ら
設
計
や
構
造
解
析
、
熱
解
析
も

社
内
で
行
い
、
お
客
さ
ま
と
膝
を

つ
き
合
わ
せ
て
十
分
な
す
り
合
わ

せ
を
経
て
完
成
し
て
い
ま
す
。
難

し
い
開
発
案
件
の
場
合
、
お
客
さ

ま
は
こ
う
し
た
開
発
、
製
造
体
制

に
力
強
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ひ
な

型
の
な
い
装
置
を
つ
く
る
こ
と

が
、
当
社
の

何
で
も
ト
ラ
イ
す

る

体
質
に
合
っ
て
い
ま
す
」

　
―
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本

部
の
活
躍
が
、
社
内
全
体
を
活
性

化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
「
元
が
受
託
加
工
の
会
社
な
の

で
社
内
で
は
異
端
児
の
よ
う
な
存

在
で
し
た
。
新
し
い
文
化
を
根
付

か
せ
る
の
は
予
想
以
上
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
し
、

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
し
か

し
、
難
し
い
課
題
に
挑
戦
す
る
こ

と
で
、
若
手
の
成
長
を
実
感
で
き

ま
す
し
、
当
事
業
本
部
を
目
指
し

て
入
社
試
験
を
受
け
る
人
が
増
え

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は

お
客

さ
ま
の
ど
ん
な
要
求
に
も
応
え
ら

れ
る
、
モ
ノ
づ
く
り
を
熟
知
し
た

エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
に
な
ろ
う

と

語
っ
て
い
ま
す
」

自
社
技
術
磨
き
受
注
実
績
最
先
端
の
研
究
ニ
ー
ズ
に
対
応

金属技研エンジニアリング事業本部加速器事業でモノづくり高度化

体
内
か
ら
宇
宙
ま
で
幅
広
い
分
野
に
貢
献

　受託加工会社からメーカーへ―。長年の夢を実現した
中小企業がある。金属技研（東京都中野区、長谷川数彦
社長、 ）は金属部品の熱処理や熱間静水圧
プレス（ＨＩＰ）処理を手がける受託加工会社。 年
に加速器事業推進プロジェクトを立ち上げ、半年後に装
置を受注。 年には、メーカー機能を「エンジニアリン
グ事業本部」に集約した。このプロジェクトを立ち上げ
たのが、同事業本部の本部長を務める土屋将夫取締役。
加速器のほか、核融合炉の構造部品、また最先端の研究
に貢献する独自装置など、次々と受注実績を積み上げて
いる。 年創業の中堅企業の社内は、新しい風と若い
活気に満ちている。

「フェルミチョッパー」は
各実験に適した中性子にする

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
へ
納
入
継
続
水
銀
タ
ー
ゲ
ッ
ト
容
器

強みは「チョッパー」高速回転とコスト削減実現
ＫＥＫのビームラインなどに５台
納入されている Ｔ０チョッパー

中
性
子
を
発
生
さ
せ
る
水
銀
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
は
、
茨
城

県
東
海
村
に
あ
る
陽
子
加
速
器

と
研
究
施
設
群
の
総
称
だ
。
施

設
の
広
さ
は
約

ヘ
ク
タ
ー

ル
。
東
京
ド
ー
ム
に
換
算
す
る

と

個
分
に
な
る
。
原
子
核
を

構
成
す
る
「
陽
子
」
を
発
生
さ

せ
て
、
３
台
の
加
速
器
で
光
に

近
い
ス
ピ
ー
ド
へ
加
速
す
る
。

加
速
し
た
陽
子
を
金
属
な
ど
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

標
的

に
ぶ
つ

け
る
と
、
陽
子
が
金
属
な
ど
の

原
子
核
と
衝
突
し
、
原
子
核
を

壊
す
。
す
る
と
、
原
子
核
の
中

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
中
性

子
、
ミ
ュ
オ
ン
、
Ｋ
中
間
子
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど
の
粒
子
が

外
に
飛
び
出
し
て
く
る
。
こ
れ

ら
の
粒
子
を
各
種
研
究
に
使

う
。
Ｘ
線
よ
り
も
透
過
能
力
が

高
い
た
め
、
医
薬
品
の
研
究
開

発
、
新
材
料
の
開
発
、
宇
宙
誕

生
の
謎
解
明
な
ど
幅
広
い
分
野

で
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
世
界
で
も
最
高
性
能
を
誇

る
先
端
研
究
施
設
だ
。

　
研
究
施
設
の
ひ
と
つ
「
物
質

・
生
命
科
学
実
験
施
設
」

Ｍ

Ｌ
Ｆ

の
建
物
中
央
部
に
は
、

中
性
子
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の

水
銀
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
水
銀
タ
ー
ゲ
ッ

ト
か
ら
、
中
性
子
を
実
験
利
用

す
る
た
め
の
実
験
装
置
群
「
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
」

本
が
放
射
線

状
に
並
ん
で
い
る
。

　
陽
子
加
速
器
で
加
速
さ
れ
た

陽
子
を
水
銀
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
照

射
す
る
と
、
陽
子
が
水
銀
の
原

子
核
と
衝
突
し
原
子
核
が
破
砕

さ
れ
中
性
子
が
発
生
す
る
。
中

性
子
は
各
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
に
導

か
れ
る
。
現
在
稼
働
す
る
水
銀

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
容
器
は
、
金
属

技
研
が
製
作
し
た
３
号
機
だ
。

同
社
は
２
号
機
か
ら
継
続
し
て

受
注
、
納
入
を
行
い
、
現
在
５

号
機
を
製
作
中
。
毎
号
、
小
型

化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
効
率
の
向

上
、
使
用
寿
命
な
ど
改
良
を
重

ね
て
い
る
。
く
ち
ば
し
型
の
先

端
部
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
３
層

構
造
に
な
っ
て
い
る
。
開
発
か

ら
設
計
製
作
ま
で
で
き
て
、
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
を
精
度
良
く
Ｔ
Ｉ

Ｇ
溶
接
す
る
技
術
を
有
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
仕
事
の
依
頼
が

舞
い
込
ん
だ
。

▲
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
状

「
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
　Ｐ
Ｍ
Ｔ
ホ
ル

ダ
ー
」

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本

部
が
担
当
す
る
の
は
加
速
器
だ

け
で
は
な
い
。
例
え
ば
宇
宙
か

ら
地
球
に
降
り
注
ぐ
暗
黒
物
質

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
検
出
す
る

Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
実
験
に
使
用
す

る
構
造
物
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
東
京

大
学
宇
宙
線
研
究
所
付
属
の
神

岡
宇
宙
素
粒
子
研
究
施
設

岐

阜
県
飛
騨
市

に
納
入
し
た
。

　
こ
れ
は

面
体
の
中
空
構
造

物
の
壁
に
６
４
２
個
の
Ｐ
Ｍ
Ｔ

光
電
子
増
倍
管

が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
る
で
蜂
の

巣
の
よ
う
な
形
状
は
、
顧
客
か

ら
基
本
形
状
だ
け
提
示
さ
れ
、

構
造
体
を
実
現
し
た
。

ひ
な

型
の
な
い
装
置
で
も
、
一
か
ら

考
え
て
対
応
し
て
く
れ
る
会

社

と
い
う
評
判
を
聞
い
た
顧

客
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

学
者
の
ア
イ
デ
ア
を
、
何
度
も

膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
形
に
す

る
。
こ
れ
こ
そ
が
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
仕
事
で
は
な
い
か

。
土
屋

氏
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
加
速
器
事
業
で
期
待

す
る
の
は
、
ア
ジ
ア
市
場
と
医

療
分
野
だ
。

　
日
本
で
加
速
器
の
経
験
を
積

ん
だ
次
は
、
韓
国
、
台
湾
、
中

国
に
対
し
て
加
速
器
関
連
機
器

を
輸
出
し
て
い
く
方
針
だ
。
す

で
に
納
入
実
績
も
あ
る
。
「
こ

れ
か
ら
諸
外
国
も
力
を
つ
け

て
、
高
性
能
の
加
速
器
を
持
つ

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

メ

ー
ド
イ
ン
金
属
技
研

の
機
器

を
、
日
本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア

で
も
使
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
」
と
飯
田
伸
一
営
業
本
部
副

本
部
長
は
話
す
。
医
療
分
野
で

は
、
が
ん
治
療
法
で
あ
る
ホ
ウ

素
中
性
子
捕
捉
療
法

Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ

の
、
研
究
用
加
速
器
の
真

空
ダ
ク
ト
の
製
作
を
受
注
し
、

納
入
し
た
。
同
治
療
法
は
将
来

の
最
先
端
が
ん
治
療
と
し
て
期

待
さ
れ
て
お
り
、
一
部
で
は
治

験
が
始
ま
っ
て
い
る
。
飯
田
氏

は
「
今
後
、
こ
の
治
療
法
が
広

ま
れ
ば
、
が
ん
治
療
と
い
う
身

近
な
部
分
で
も
社
会
に
貢
献
で

き
る
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍
の
青

写
真
を
描
く
。

　
加
速
器
関
連
機
器
の
中
で
、

金
属
技
研
が
強
み
を
持
ち
、
Ｊ

―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
多
く
の
納
入
実

績
を
持
つ
の
が
チ
ョ
ッ
パ
ー

と
呼
ば
れ
る
部
品
で
あ
る
。

　
例
え
ば
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
ビ
ー
ム
ラ

イ
ン
に
納
入
し
た
「
Ｔ
０
チ
ョ

ッ
パ
ー
」
。
「
Ｔ
０
」
の
意
味

は
タ
イ
ム
ゼ
ロ
。
中
性
子
発
生

と
同
時
に
実
験
装
置
に
や
っ
て

く
る
中
性
子
の
う
ち
、
高
速
中

性
子
の
ノ
イ
ズ
を
、
金
属
の
塊

で
カ
ッ
ト
す
る
。
１
２
０
―
１

３
０

の
こ
の
塊
を
１
０
０

で
安
定
的
に
回
転
さ
せ
な
が

ら
、

で
や
っ
て
く
る
中
性

子
と
回
転
の
位
相
を
同
期
さ
せ

る
。
Ｋ
Ｅ
Ｋ
か
ら
技
術
指
導
を

受
け
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
。
い

ま
で
は
「
日
本
国
内
で
１
０
０

の
高
速
回
転
型
は
当
社
の
チ

ョ
ッ
パ
ー
の
み
」

土
屋
氏

と
胸
を
張
る
。
　

　
さ
ら
に
諸
外
国
メ
ー
カ
ー
と

比
べ
て
３
分
の
１
以
下
の
材
料

費
で
１
０
０

の
塊
を
製
作
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
中
性
子
を

吸
収
し
つ
つ
、
高
速
回
転
の
遠

心
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
回

転
部
分
に
「
イ
ン
コ
ネ
ル
Ｘ
―

７
５
０
」
と
い
う
高
価
な
ニ
ッ

ケ
ル
合
金
を
使
う
の
が
一
般

的
。
金
属
技
研
は
、
中
性
子
が

通
る
部
分
に
だ
け
高
価
な
イ
ン

コ
ネ
ル
を
使
い
、
他
の
部
分
は

安
価
な
高
強
度
の
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
を
使
う
こ
と
を
考
え
つ
い

た
。
二
つ
の
素
材
を
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処

理
で
接
合
す
る
こ
と
で
、
大
幅

な
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
。

年
に
４
番
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
用

を
納
入
し
て
以
来
、

番
、

番
な
ど
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
に
計

５
台
の
Ｔ
０
チ
ョ
ッ
パ
ー
を
納

入
し
た
。
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
ビ
ー
ム
ラ

イ
ン
に
は
中
性
子
を
単
色
に
す

る
「
フ
ェ
ル
ミ
チ
ョ
ッ
パ
ー
」

も
納
入
し
た
。
中
性
子
源
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
幅
の
広
い
中

性
子
が
発
生
す
る
。
中
性
子
を

高
速
回
転
さ
せ
た
中
性
子
吸
収

板
の
間
を
通
す
こ
と
に
よ
り
各

実
験
に
適
し
た
単
色
に
す
る
の

だ
。
こ
れ
も
国
内
で
製
作
し
て

い
る
メ
ー
カ
ー
は
な
い
と
い

う
。

　
大
型
加
速
器
は
、
案
件
数
こ

そ
多
く
な
い
が
、
稼
働
の
数
年

前
か
ら
準
備
が
始
ま
る
た
め
長

期
に
わ
た
っ
て
仕
事
の
話
が
あ

る
。
金
属
技
研
は

年
に
始
ま

っ
た
Ｋ
Ｅ
Ｋ
Ｂ
の
高
度
化
で

も
、
要
素
技
術
開
発
に
携
わ
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、

年
代
半

ば
に
は
、
次
世
代
加
速
器
と
称

さ
れ
る
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
」

Ｉ
Ｌ
Ｃ

が
完
成
す

る
計
画
だ
。
こ
れ
に
関
し
、
日

本
は
東
北
・
北
上
山
地
と
九
州

・
背
振

せ
ふ
り

山
地
の
２

地
区
を
候
補
に
し
て
い
る
。
も

し
日
本
に
誘
致
さ
れ
れ
ば
産
業

振
興
、
雇
用
創
出
、
地
域
貢
献

な
ど
多
く
の
分
野
に
波
及
効
果

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
金
属
技

研
も
誘
致
の
実
現
を
期
待
し
て

い
る
。

　
金
属
技
研
は
１
９
６
０
年
の

創
業
以
来
、
金
属
部
品
の
熱
処

理
や
熱
間
静
水
圧
プ
レ
ス

Ｈ

Ｉ
Ｐ

処
理
な
ど
、
受
託
加
工

を
中
心
に
手
が
け
て
き
た
。
転

機
は

年
。
社
長
に
就
任
し
た

長
谷
川
数
彦
氏
が
「
ｔ
ｈ
ｅ
　

ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ
　
ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、
モ
ノ
づ
く
り
技
術
を
高
度

化
す
る
こ
と
で
受
託
加
工
会
社

か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

　
そ
の
当
初
に
、
あ
る
依
頼
を

受
け
て
戸
惑
っ
て
い
た
の
が
、

当
時
神
奈
川
工
場
長
だ
っ

た
土
屋
将
夫
取
締
役
。
同

氏
は
前
年
ま
で
大
手
重
工

業
メ
ー
カ
ー
に
所
属
し
、

約

年
間
加
速
器
用
機
器

の
設
計
や
開
発
に
携
わ
っ

て
い
た
。
多
く
の
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計
責
任

者
も
務
め
た
。
同
氏
に
舞

い
込
ん
だ
の
は
、
日
本
原

子
力
開
発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ

と
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
開
発
機
構

Ｋ

Ｅ
Ｋ

が
共
同
開
発
し
て

い
た
大
強
度
陽
子
加
速
器

施
設

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
要
素
技
術
の
開
発
だ
っ

た
。

　
加
速
器
と
は
、
電
子
や

陽
子
な
ど
の
荷
電
粒
子
を

光
の
速
度
レ
ベ
ル
ま
で
加

速
し
て
、
高
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
状
態
を
作
り
出
す
装

置
。

年
に
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
た
「
小
林
・

益
川
理
論
」
を
証
明
し
た
の

は
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
巨
大
加
速
器

「
Ｋ
Ｅ
Ｋ
Ｂ
」
だ
。
地
下

メ

ー
ト
ル
に
掘
ら
れ
た
一
周
約
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
装
置
。

こ
う
し
た
物
理
学
研
究
用
の
ほ

か
、
ガ
ン
治
療
に
使
用
さ
れ
る

放
射
線
治
療
装
置
に
使
わ
れ
る

な
ど
、
身
近
に
も
存
在
す
る
。

　
土
屋
氏
は
「
加
速
器
の
仕
事

は
も
う
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。
大
手
重

工
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
中
小
製
造

業
へ
の
転
職
を
決
め
た
の
は
、

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
に
近
づ
き

た
か
っ
た
か
ら
だ
。
入
社
時
に

は
「
一
生
モ
ノ
づ
く
り
が
し
た

く
て
来
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
た
。
舞
い
込
ん
だ
開
発
の

依
頼
は
一
度
は
断
ろ
う
と
思
っ

た
。
し
か
し
、
あ
る
思
い
が
よ

ぎ
っ
た
。

　
転
職
先
に
金
属
技
研
を
選
ん

だ
の
は
、
真
面
目
に
モ
ノ
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
社
だ

と
感
じ
た
か
ら
だ
。
入
社
後
も

そ
の
印
象
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
全
国
の
工
場
で
社
員
が
モ

ノ
づ
く
り
に
真
摯
に
向
き
合
っ

し
ん
し

て
お
り
、
多
く
の
モ
ノ
づ
く
り

技
術
を
所
有
し
て
い
た
。
こ
の

技
術
を
束
ね
れ
ば
、
顧
客
の
大

手
企
業
の
た
め
の
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
の
仕
事
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
自
社
製
品

を
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

く
し
く
も
、
会
社
は
受
託
加
工

か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
た
。

自
社
製
品
を
世
に
出
し
た
い
と

夢
を
描
く
社
員
も
い
た
。
何
よ

り
も
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
は
、
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
夢
を
与
え
ら
れ
る
と
考
え

た
。
偶
然
は
重
な
る
。
前
職
か

ら
設
計
、
解
析
、
溶
接
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ら
が
土
屋
を

慕
っ
て
転
職
し
て
き
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
担
う
た
め
の

準
備
が
整
っ
た
。

　
土
屋
氏
は
Ａ
４
用
紙
わ
ず
か

３
枚
の
企
画
書
を
直
ち
に
作
成

し
、
加
速
器
事
業
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
長
谷
川

社
長
に
進
言
し
た
。
長
谷
川
社

長
は
迷
わ
ず
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を

出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
土
屋

氏
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

加
速
器

の
Ａ
と
、
金
属
技

研
が
初
め
て
手
が
け
る
、
す
な

わ
ち
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
最
初
の

文
字
の
Ａ
と
い
う
意
味
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
立
ち
上

げ
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
、
Ｊ
―

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
実
験
施
設
に
使
わ

れ
る
大
き
な
装
置
の
設
計
か
ら

製
作
、
現
地
据
付
ま
で
を
受
注

し
た
。
そ
の
後
、
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
中
心
に
実
績
を
重
ね

て
い
る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ２月２７日 水曜日 　　


